




























































































































































































催の国際シンポジウム、南アジア関係図書館の国際会議（Center for South Asia Libraries / Council of South 






































































































































































































































































































書 館 の 翻 字 表“ALA-LC Romanization 
Tables”に従ったローマ字表記のことを
いう。
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2-6.今後の課題
　Dilinsはまだ完成されたシステムではない。主として、システム整備とデータ数および種類の
面で以下の課題を抱えている。
・画像以外の一次情報（音声等）も登録し、インターネット上で提供すること
・書誌や目次・索引情報だけでなく、本文そのものも検索対象とする機能を実装すること
・C-DATS研究成果等の登録と公開を現在以上に促進していくこと
・史資料の登録数を増やすとともに、Webリソース登録によるポータル機能の充実を検
討すること
・原綴り登録を行う言語を増やしていくこと
　　－  UNICODE対応フォントおよび入力ツールが未整備な言語への対応は、技術面で
も資金的にもハードルが高いが、情報収集を積極的に行い、開発の可能性も考慮
する
・引き続き、安定的、効率的に運用を継続するための環境整備をはかること
　懸案によっては簡単に解決のつかないものもあるが、早急に実現していくとともに、C-DATS
の研究の進展に伴って新たな機能が必要となる場合には、適切に対応していきたい。
　なお、特に、言語の入力・表示に関する懸案については専門情報が必須である。関連の研究に
携わる方で有用な情報をお持ちの場合は、是非ともご一報いただき、可能であれば、Dilinsでテ
ストさせていただきたいと思っている。
終わりに
　蛇足ながら、本稿を書きながら感じていたこと述べて終わりとしたい。
　東京外国語大学は、ご存じのとおり、世界の様々な言語と地域について教育し研究する大学で
ある。情報処理センターの教官、附属図書館のいずれもが、「多言語」という大学の特性を踏ま
えて各自の事業の発展（情報処理センター「26言語情報リテラシー授業」、附属図書館「多言語OPAC」など）に努
力していた時に、C-DATSという外語大ならではのプログラムが措置され、協働が始まった。そ
して、C-DATSにおいても「多言語」は重要なキーワードである。
　目に見え、形の整った「協働関係」は、C-DATSが起点となり始まったものであるが、それぞ
れの部局が活動の本分として同じキーワードを意識していたからこそ始めることができた。と考
えることもできるだろう。本学の特性を鑑みれば当然の帰結とも言えるが、逆に言えば、部局は
異なっても同じビジョンを共有することの重要性を、あらためて確認した思いがする。
　最後に、本稿執筆にあたりご協力をいただいた方々に、この場を借りてお礼申し上げる。
